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令和５年度 第５回 学校運営協議会 議事録 

記録：渡邊 

■日時：令和 6年 2月 17日（土）14:00～16:00 

■場所：小金井第四小学校 会議室 

■出席者：新保佳子（会長） 山口 縁（副会長）   

日下部 順子委員、渕上 直美委員、森一格委員、前田 剛委員、諏訪 伊都子、小幡 聖 

■欠席者：杉山雅楽子委員、杉山孔宏委員 

 

１ 学校より 

（１）学校経営の取り組みと次年度の方針 

〈校長〉 

 ◯令和６年度学校経営方針について 

 ・３つの柱「安心・安全」「授業変革「地域連携」 

 ・危険予知能力の育成は、児童一人ひとりの安全や健康を守る上で不可欠であり、重点的に指導していく。 

 ・人材育成に重点を置いた。教員採用試験の倍率が低下した中で新任教員を迎えることを鑑み、職員の育成に
は力を入れる必要がある。また、教員の激務と重責が報道されて浮き彫りとなったことで、教員の成り手が減

少することを危惧している。後進の育成という観点を大切にしたい。 

〈副校長〉 

 ◯コロナ禍の制限が解除されていく流れの中で、前年度よりも拡充する部分がある。行事は内容を精選する。  

 ・運動会→暑さによる児童の安全確保の面から、日程を１０月下旬に移す。PTAの負担軽減は成果があったの

で次年度以降も継続する。 ・危学習発表会→運動会の日程変更に伴い、行事の集中を防ぐために３学期の
実施とする。 

 ・卒業式→今年度と同じ日程だが、５年生の列席を省く。卒業式予行の際に５年生には出席とし、引き継ぎと次
年度への見通しをもたせる。 

 

（２）学校評価について 

 〈校長〉 

 ◯保護者アンケートについて 

・総じて高い評価を賜ったが、改善点も多いと感じている。 

・「悩んだり困ったりした時に相談できる」は、「よくあてはまる」の回答が増加するように取り組むべきである。 

・「授業の内容がよくわかる」は、公開時に担任の授業を積極的に設定することで、保護者や地域の皆様に授 

   業の様子を見たいただくことを充実させたい。また、公開と学校評価アンケートを合わせて１１月に行い、回 

   答しやすい環境を作る。 

・環境教育についても、保護者の方々に実態が伝わりにくい環境であることがわかったため発信を強化する。 

・「学校のきまりを守る」について、何のために決まりがあり、何のために守る必要があるのかという根幹から 

   指導していく。 

・「学校が楽しい」について、10％が否定的な回答であることを学校全体として真摯に受け止める。 
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２ 意見交換及び協議 

・他の自治体では見られる、校内での朝の見守りについて、要請はあるのか。早く登校してしまった子や、朝の
校庭の遊び時間の安全確保を目的としている。他の市では、自治体が第三者に委託したり、PTAが活動し
たりしていると聞くが四小ではどうか。 

  →見守りにあたる人員の補償が必要となるため、自治体の判断によるところが大きい。 

  →過去の他校の事例では、朝早く登校してしまった児童がトラブルに遭うケースがあった。 

・今年度も児童が大きな事件・事故に巻き込まれることがなかったことは評価できる。他の自治体ではクロム 

ブックを使った問題も起きているが、本校ではそれがなかった。 

・カナダのいじめ防止の例「ポジティブ ポストイット デー」を紹介したい。いじめの解決策の一つとして、世界

ではこういった例があるということも示したい。 

・３学期の行事実施は理解できる。既に検討したとは思うが、６年生の受験やインフルエンザの蔓延の時期と 

重なることは懸念される。 

・アンケートについて、保護者としては、「そう思う」と「ややそう思う」の差がはっきりしないところがある。「どこ 

まで当てはまっていればどこに付ければ良いのか」といった基準があるとよい。 

 

３ 地域学校協働活動報告 

・１２月２６日（火）に昇降口の窓拭きを実施した。用務主事の欠員に伴い掃除の行き届かない部分があるとい
う実情から、「新年度のスタート時に、子供たちが気持ちよく登校できるようにしたい」との思いから、PTA・自
治会等に声掛けをし、１２名で行った。 

・今回の活動は「実施してよかった」という声が多数あり、今後も継続していきたいと考える。また、こういった機

会は保護者と地域が顔を合わせることで連携が深まり、災害等の際にも良い結束を生むのではないかと考

える。今後、この活動をどのように進めていくか、委員の意見を伺いたい。 

  →顔見知りの関係が作れる機会として、学校としては大変ありがたい。学校スタッフも参加していきたい。 

・地域の方を招く際、誰が来たのかということを把握しておく必要があるのではないか。申し込み制はどうか。 

  →保険の問題があり、お名前を頂戴する必要があるため申し込みはいずれかの段階で必要となる。 

・来校してから記名していただく方法もあるが、事前にどのような方がいらっしゃるかによって活動内容も充実

できるのではないか。 

  →募集をかける段階で、どういった人が来るのかということを知ることは、悪意をもって来校しようとする人を

防ぐためには重要である。 

  →登録をしてもらってリストから連絡をできるようにするシステムはどうか。名簿の管理という手間はかかる

が、個々人の都合が付きやすくなる。 

 

４ その他 

〇次年度の教育活動について 

・大きな項目としては入学式・卒業式・運動会・展覧会・移動教室・学校公開があり、これらの日程について現

在の見通しを報告した。地域・保護者向けを発行するのは３月中旬となる見込みである。  

〇2年間のコミュニティ・スクール委員の活動について 

・任期満了に伴う委員の意思確認について、２年間ご活躍いただいたことに感謝申し上げたい。 

 

５ まとめ 

学校評価報告について      承認 

令和６年度学校経営案について 承認 

  


